




ニュースニュースニューニュースス
平成 23 年度の運営体制について 

 平成 23 年度が始まり 3 ヶ月が経過しましたが、遅ればせながら水産研究所における今年

度の取り組み方針と組織体制についてお知らせします。三重県の水産業を取り巻く現状は

厳しく、漁場の生産力の低下、多くの水産資源の減少、水温の上昇などの環境の変化、水

産物の需要の減少などによって収益性が低下しています。さらに、3 月 11 日に発生した東

日本大震災によって北関東と東北地方の太平洋沿岸の漁業は壊滅的な被害を受け、三重県

沿岸でも押し寄せた津波によって大きな被害がもたらされました。さらに福島第 1 原子力

発電所の事故による海洋への影響は甚大で、風評被害もあいまって日本の漁業へ大きな影

響を及ぼしており、この影響は三重県の漁業にも及んでいます。 
このような状況の中、水産研究所では平成 23 年度においても水産資源の管理や増殖、

養殖業の生産支援、漁場環境の改善、赤潮や貝毒による被害軽減などのための技術開発に

一層取り組むとともに、水産資源の有効活用や付加価値向上への取り組みも新たに開始し

ました。また、震災によって調達が困難になっているカキ種苗を生産するための技術導入

などにも緊急に実施し、三重県の漁業を支援していきたいと考えています。なお、主な取

り組みは次頁以降で紹介します。 
 平成 23 年度の水産研究所の組織と職員を以下に紹介します。今年度の職員数は 40 名と

昨年度より 2 名少なくなりましたが、県の内外の研究機関とも連携しながら、現場で活用

される成果を早く得ることを目標に活動を行いますので、ご協力をお願いします。 

水水産産研研究究所所のの組組織織おおよよびびススタタッッフフ((平平成成 2233 年年４４月月１１日現現在))  

 主 幹 鈴木昌博 主幹兼機関長 岡本楠清

水産研究所  主 幹 松田浩一 主幹兼船長 松尾剛平

現在員 ４０名  ◇副参事 兼 課長  内田高昭 主 事 中道洋文 主任技術員 柴原浅行

主任技術員 谷水宗美

技 術 員 中村明菜
所長  紀平正人 技 術 員 松本恵佑

研究管理監 主幹研究員 井上美佐 研 究 員 阿部文彦
山田 浩且 主任研究員 田中真二 研 究 員 明田勝章

◇主幹研究員 兼 課長  青木秀夫 主任研究員  竹内泰介 主任技術員 大田幹司
研 究 員 渥美貴史

主任研究員 岡田 誠
研 究 員 丸山拓也

◇総括研究員 兼 課長  津本欣吾 研 究 員 中瀬 優

主任研究員 舘 洋 研 究 員 国分秀樹
主任研究員 畑 直亜 主任技術員 西川次寿

◇総括研究員 兼 課長（兼） 山田浩且

主幹研究員 水野知巳 研 究 員 程川和宏
主任研究員 中西尚文 主任技術員 小河義秀

◇主幹研究員 兼 室長  藤原正嗣 研 究 員 岩出将英

主任研究員  宮本敦史 技術員  田畑直也
研 究 員  辻 将治 技術員  西川 俊

◇主幹研究員 兼 室長  土橋靖史 研 究 員  羽生和弘

６名尾 鷲 水 産 研 究 室

４名

鈴 鹿 水 産 研 究 室 ６名

企 画 調 整 課  １０名 

水 圏 環 境 研 究 課 ５名

（調査船あさま）

水 産 資 源 育 成 研 究 課  ８名

資 源 開 発 管 理 研 究 課
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め、真珠養殖業では、アコヤガイ母貝の生残率の向上と、産地間競争に負けない高品質真

珠の生産が課題となっています。これらの課題を解決するために、これまでに三重大学な

どと共同研究を実施し、貝殻を閉じる力「閉殻力｣を指標として母貝の選別を行うことで高

生残・高真珠分泌能力を有するアコヤガイ（スーパーアコヤガイ）を作出する技術を開発

しました。また、低塩分とした陸上水槽で挿核手術後のアコヤガイを養生することによっ

て効率的に高品質の真珠を生産することができることも明らかになりました。これらの成

果は「水産研究所だより No.7」で詳しく紹介しています。アコヤガイを低塩分環境で養生

する技術は、平成 22 年 10 月に水産研究所で初めて取得した特許になりました。平成 22
年度からは、これらの開発した技術の生産現場への普及・定着を図ることを目的に、養殖

業者と連携してスーパーアコヤガイの養殖特性、真珠品質等を調査するとともに、より効

率的な養生を行うための飼育条件について研究を実施しています。また、アコヤガイの選

抜育種の際の近交弱勢の影響を評価し、軽減するための研究や、真珠の品質に影響を及ぼ

すピース貝の改良を行うための研究も進めています。 
 
（関連する事業名） 
・新しい真珠養殖技術実証化事業 

・真珠挿核技術イノベーションと高生残・高品質スーパーアコヤ貝の現場への導入による

革新的真珠養殖実証研究 

・白色系アコヤガイ交配試験緊急雇用創出事業 

 

◇ヒジジキ・アアオノノリリの養養殖技術術の開開発発◇  

 海藻類は健康食品として、また環境の浄化機能や二酸化炭素の吸収機能を有する重要な

生態系の構成種として注目されています。水産資源育成研究課では、海藻類のうちヒジキ

とアオノリ（標準和名はヒトエグサ）を取り上げ、その養殖技術の開発に取り組んでいま

す。三重県で生産されるヒジキは品質が高く、

優れた加工技術によって「伊勢ヒジキ」として

生産され、また三重県で生産されるアオノリ（は

全国の生産量の 6 割を占めており、有数の産地

となっています。ヒジキとアオノリでは生産の

方法は異なっており、ヒジキは天然で生長する

ものが採取されていますが、アオノリはほぼす

べてが養殖によって生産されています。このた

め、ヒジキでは高品質なヒジキを養殖によって

安定して生産する技術開発を行うとともに、ア

オノリでは効率的に養殖ができるように、優良

な系統の選択と養殖技術の高度化のための研究

を実施しています。 

写真 6 アオノリの培養試験（品質が良い

アオノリを生産するための養殖条件を調

査しています）。 

 
（関連する事業） 
・環境創造型漁業推進事業 ヒジキ・アオノリ養殖技術開発 
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として三重県ブランドに認定されています。こ

のトラフグの安定生産に貢献するために、資源

開発管理研究課では、トラフグ栽培漁業の効果

をより高めるための研究を行っています。これ

までの研究により、4cm 程度の種苗を伊勢湾内

に放流することで栽培漁業をより効率的に実施

することができ、経済的にも大きな効果が得ら

れることが明らかになっています。今年度は、

種苗放流の効果調査を継続し、データを積み重

ねるとともに、放流直後の種苗の動態調査を実

施し、種苗の生残率を高めるための条件の抽出

を行う計画としています。 

写真 10 トラフグの市場調査の様子。

標識の有無を調べ、放流効果を算定し

ます。 

また、クルマエビは伊勢湾内や湾口部で漁獲されている重要な水産資源ですが、近年漁

獲量が低迷しており、資源を回復させるための取り組みが求められています。クルマエビ

においても、資源量の底上げを目的として人工生産された種苗の放流が各地で実施されて

おり、資源開発管理研究課では種苗の放

流効果を高めるために、種苗に対する有

効な標識法の開発や種苗の放流適地の探

索をこれまでに実施してきました。今年

度も、種苗の試験放流を実施するととも

に、愛知県水産試験場や（独）増養殖研

究所などとの連携によって遺伝情報を標

識とした放流効果の算定や、放流時期の

検討を行い、クルマエビの放流効果の向

上に貢献することにしています。 
写真 11 （上）平成 22 年 8 月に放流し、平成 23 年 6

月に再捕されたクルマエビ（体長約 16cm）。 
 
 

（下）標識として施した尾部カットの痕跡（左側の

尾が短い）によって放流かどうか判定します。 
 

（関連する事業） 

・栽培漁業技術総合開発研究事業 

・種苗生産の早期安定化と放流効果の正確な判定によるクルマエビ類の栽培技術の高度化 
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（関連する事業） 

・ 生物多様性・カーボンオフセットプログラム構築へ向けた干潟・藻場造成効果の評価 

・ 英虞湾漁場環境調査 
・ 実装支援事業「英虞湾の環境再生へ向けた住民参加型の干潟再生体制の構築」 

 
 

写真 15 アサリの貝毒保有状況の調査。

◇◇ 赤潮の発生メカニズムの解明と貝毒の発生の監視に関する研究◇  赤潮の発生メカニズムの解明と貝毒の発生の監視に関する研究◇ 

 西日本の沿岸では魚類養殖に被害を発生させる赤潮が毎年発生しており、特に平成 21
年、22 年と九州沿岸で発生したシャトネラ赤潮は甚大な被害を招き、大きな問題となって

います。近年、三重県では大きな漁

業被害を伴う大規模な赤潮の発生は

起こっていませんが、いったん発生

すると大きな被害になる可能性があ

ることから、被害を低減するために

赤潮の発生メカニズムを解明し、そ

の広がりを予察する技術の開発が必

要です。そこで、水圏環境研究課で

は、愛知県水産試験場と共同で、伊

勢湾、三河湾、英虞湾など広域的に

有害プランクトンの発生状況および

海洋環境の調査を実施し、これらの

海域における赤潮発生メカニズムの

把握と発生予察のための調査を実施

します。 

写真 14 生産者と連携して実施している赤潮プ

ランクトンの調査。 

また、三重県沿岸で広域的に生産されて

いるアサリやカキ、ヒオウギなどの二枚貝

では、毒のある植物プランクトンをエサと

して捕食することで体内にその毒を蓄積し、

人間に健康被害を生じさせる危険性があり

ます。安全・安心な二枚貝の生産を支援す

るために、簡便な貝毒モニタリング技術の

導入や、生産者との連携による毒化プラン

クトンの監視体制の構築を目指した研究に

取り組みます。 
 
 

（関連する事業） 
・ 熊野灘沿岸域における有害プランクト優占化機構に関する研究 
・ 貝毒成分モニタリング事業 
・ 生産者による自主管理型貝毒監視体制の構築 
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場改善手法を提示するために必要な調査を実施します。また、伊勢湾の沿岸にはアサリ稚

貝が着底するものの、大雨による出水などによって稚貝がへい死する海域が多く存在する

ことが明らかになっており、これらの海域の稚貝を回収し、より好適な海域へ放流するた

めの調査も行います。 
 
（関連する事業） 
・アサリ未利用稚貝の有効活用技術開発 
・アサリ資源回復促進技術開発事業 

・漁場生産力の有効活用によるアサリ母貝場造成および新規創出技術開発 

 

◇◇河河川川のの魚魚類類のの増増殖殖とと保保全全をを目目指指ししてて◇◇  

三重県の河川域には多くの種類の魚類が生息し、また特定の河川に分布が限定されてい

る固有種も多いことが知られていますが、

河川によっては魚類の詳細な調査が行われ

ておらず、淡水魚とその生息環境の現状が

明らかになっているとはいえない状況にあ

ります。鈴鹿水産研究室では、調査が進ん

でいない河川を対象として、生態系の健全

性などを明らかにする調査を始めました。

また、平成 20 年度から実施しているアユ資

源を回復させるための調査にも継続して取

り組みます。これまでの調査では、放流用

のアユ種苗には質的なバラツキが大きく、

種苗の質が放流後の生き残りに大きく影響

することが明らかになっています。 

写真 18 アユの生息状況調査を実施してい

る鈴鹿川。モデル河川としてアユの生息に及

ぼす様々な要因の調査を行っています。  

（関連する事業） 

・アユの減少要因の解明に関する研究 

・河川における魚類の多様性保全に関する研究 
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たハギ類の身質および肝臓の品質評価手法の検討を行います。 
また、全国第 4 位の生産量（平成 21 年の生産量 5300 トン）を誇るマダイ養殖を支援す

るため、飼料の主要な原料であり、価格が高騰している魚粉に代わるタンパク源の探索、

マダイの魚病の中で最も被害が大きいエドワジエラ症の予防のための技術開発を行ってい

ます。 
さらに、近年は中国への輸出の増加によって生産単価が向上しているマナマコの生産支

援を行うため、深層水の活用による養殖技術の開発と、高品質な加工ナマコの生産技術開

発を実施します。    

    

（関連する事業） 

・魚類養殖試験（マダイのエドワジエラ症対策） 

・ハギ類等、新魚種養殖技術開発 

・マダイ養殖における飼料コスト削減技術開発（岡三加藤文化振興財団の助成） 

・魚病診断カード等の電子カルテ作成緊急雇用創出事業 

・魚類養殖漁場環境調査緊急雇用創出事業 

・水産技術クラスター構築による水産物高付加価値化促進事業 
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〒517-0404  三重県志摩市浜島町浜島３５６４－３
TEL（０５９９）５３－００１６
FAX（０５９９）５３－２２２５
E-mail：suigi@pref.mie.jp

鈴鹿水産研究室

 

〒510-0243鈴鹿市白子１丁目６２７７－４

TEL(059)386-0163

 

FAX(059)386-5812
尾鷲水産研究室

 

〒519-3602尾鷲市大字天満浦字古里２１５－２
TEL(0597)22-1438

 

FAX(0597)22-1439

三 重 県 水 産 研 究 所

この印刷物は再生紙を使用しています。

水産研究所では、調査中や魚市場で見られた珍しい魚貝類や、あまり知られていない

 

魚貝類の生態、研究の様子などについて、ホームページ「おさかな雑録」でわかりや

 

すく紹介しています。こちらもどうぞご覧ください。

「おさかな雑録」へは水産研究所ホームページのトップページからアクセスしてくだ

 

さい。

水産研究所ホームページ

 

http://www.mpstpc.pref.mie.lg.jp/SUI/index.shtm

おさかな雑録No.48「ナダハダカ。光り方で雌雄が分かります」から


